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2005年4月～ 佐賀新聞入社
2013年1月～ 読売新聞西部本社に入社

社会部で警察や裁判を担当
2018年4月～ 読売新聞東京本社に出向

社会部遊軍（調査報道）

▽不正入試問題は検察、教育、医療、調査報道
の担当記者で連携しながらチームで取材

個人的な経歴





取材のきっかけは、文部科学
省の私大支援事業を巡る汚職
事件

●東京医科大の関係者を取材

東京医科大の不正入試





「個別の得点操作とは別の問題
がある」

「男女の点数に係数を掛け、男
子を受かりやすくしていた」

関係者の証言


複数の関係者から裏取り

10年分のデータ「東京医科
大入学者選抜状況」を分析

裏付け取材



資料1




18年入試の不正の全容

 裏口入学＝１次試験で複数の男女に加算
 ２次の小論文で全員の得点に「0.8」を掛

けて減点
 現役と１、２浪の男子の得点に20点を加

算、３浪男子に10点を加算

 女子と４浪以上の男子には加算せず、一
律減点に




 女子と浪人生を差別する得点操作は

遅くとも2006年から

 女子差別「結婚・出産で長時間勤務
ができない」

 浪人生差別「浪人を重ねると成績が
伸びない」

 17、18年入試の１次試験で裏口入学
の依頼があった21人の得点に加点

東京医科大の記者会見
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女子差別の背景

女性医師は結婚や出産で離
職、休職の可能性

系列病院の医師不足を懸念

医学部は「入試＝採用試
験」という特殊性




読売新聞が独自に全国の医学
部を調査。77％の大学で男女
の合格率に差

文科省調査でも８割の大学に
差

文科省調査と他大学





初の女性学長
理事や評議員が一斉辞任

不正入試で不合格になった
受験生に意向確認し、追加
合格へ

東京医科大で新たな動き



 10大学で不適切または不適
切な疑い

女子差別は３大学。聖マリ
アンナ大は疑いを否定

文科省の調査結果
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 予備校関係者の間で、女子・
浪人差別は以前からうわさ

 これまで表面化せず

 女子差別を認めたのは３大学。
「氷山の一角」との見方も

パンドラの箱





指摘を受けた大学の教授ら
「差別意識なし」「正しい
判断」

世間の常識と乖離

根深い男子偏重



医学界には容認論も。医師
の65％が「差別」を容認

差別をなくすには、医師の
働き方改革、社会の意識改
革が不可欠

過酷な労働現場




東京医科大の最終報告

国会議員が入試で口利き
 6年間で計178人（男子57人、

女子121人）が得点操作で
不合格に


志願者激減

東京医科大の志願者数が
３分の１に

他大学の状況と合わせて
報道




追加入学で救済

東京医科大に24人が追加
入学

不正、不適切な入試判明
の８大学で計43人が追加
入学


今年の入試

東京医科大は男女の合格
率がほぼ同じに

女子差別指摘の４大学は、
いずれも女子の合格率が
男子を上回る
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おわりに

女性医師の働き方を含め、
医学界全体がどう変わるの
か、これからも継続して取
材していきたい


